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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

 必須遺伝子の発現調節株の作製については、シングルコピープラスミドベクターへのクローニングをほぼ終

了し、約３００のプラスミドクローンを作製した。このクローンによる遺伝子産物の供給下で、染色体上の遺

伝子を欠失して約１３０遺伝子分の発現調節株を作製した。残りの遺伝子は、約５０は現在欠失構造の確認中

であり、約７５はプラスミドクローンの存在下でも染色体から遺伝子を欠失することができなかった。これら

の遺伝子は、オペロン単位での操作等、本研究の方法とはべつの欠失手法が必要と考えられる。非必須遺伝子

の発現調節株については、すでに作製されている単一遺伝子欠失株コレクション(Keio collection)に、欠失さ

れている遺伝子のプラスミドクローンを導入して作製することを計画した。約１００遺伝子のクローン化を前

述のベクターで行ったが、最終的には約4,000遺伝子を標的とするため、接合によってプラスミドを導入するな

どの効率のよいベクターが必要と考え、接合による移動能を備えたベクターを現在作製している。マイクロア

レイによる発現調節株の並列的な検出系の開発は、前述の必須遺伝子の発現調節株セットを用いて行った。マ

イクロアレイスライドは当研究室ですでに準備されていた全ORFのN末端数十塩基分の合成オリゴをスポットし

たものを使用した。昨年度に実施したプラスミドクローンDNAを個別に抽出してから混合し、マイクロアレイで

検出する場合には、各プラスミドクローンの濃度をよく反映していたが、株を混合して生育させ、ここからプ

ラスミドを抽出した場合には、個別の生育度から推定されるのとは異なったパターンの株濃度の検出が見られ

た。個別に生育させた場合と、混合培養での競争的生育の場合とでは、生育度合いが異なるのかもしれないが

、検出系のアーティファクトとの区別ができないため、現在薬剤等の感受性が既知の株セットを作製して検出

系の精度を検証することを試みている。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1枚)を  

添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


